
Js6}が免むも号賀沼
国の 定 める 手 賀沼の

5mg!Qぱ下
水 質 環境基準
千葉県湖沼水質保全計画による

12昭/Q年平均 目 標 COD値
平成14年8月、月平均COD値

9.5昭/Q 
採水場所 :手賀沼公園沖

平成15年8月、月平均COD値
5.7昭/Q採水場所 :手賀沼公園沖

ア
ビ
ス
タ
の
市
民
図
書
館

初
万
人
入
館

我
孫
子
市
の
図
書
館
は
、
市
民
図
書
館
(
ア
ビ
ス
タ
内
)
と
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
、
移
動
図
書
館
が

あ
り
ま
す
。
市
民
図
書
館
は
平
成
叫
年
4
月
、
ア
ビ
ス
タ
内
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
夜
間
開
館
や
利
用
者

の
お
子
さ
ん
の
保
育
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
今
号
は
、
我
孫

子
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
市
民
図
書
館
を
紹
介
し
ま
す
。

hvま
ち
ω

つ
く
り

・
郷
土
コ
ー
ナ
ー

市
民
図
書
館
は
、
ア
ピ
ス
タ
内

に
新
設
さ
れ
施
設
が
充
実
し
た
こ

と
に
伴
い
、
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
の

両
面
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

開
館
し
て
1
年
半
。
市
民
図
書

館
の
来
館
者
は
、
9
月
5
日
で
叩

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り

・
郷
土
コ
ー
ナ
ー

我
孫
子
の
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
、

他
市
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体

・
N
P
O
な
ど

が
実
践
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
資

料
を
集
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
」

。
曲
…
齢
派
を
は
じ
め
、
我

孫
子
を
拠
点
に
活
臨
し
た
多
く
の

文
化
人
た
ち
の
著
作

・
研
究
舎
が

並
ぷ
「
我
孫
子
市
ゆ
か
り
の
人
と

作
品
コ
ー
ナ
ー
」

。
こ
の
ほ
か

「
手
賀
沼
」
「
市
民
の
著
作
」
の
各

コ
ー
ナ
ー
や
千
葉
県
、
我
孫
子
市
に

関
す
る
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
開
館

・
祝
日
開
館

多
く
の
方
に
図
書
官
館
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
日
は
午
後
8
時

ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土

・
日
曜
日

・
祝
日
(
元

旦
を
除
く
)
も
振
替
休
館
な
し
で
開

館
し
て
い
ま
す
。
開
館
日
数
は
県
内

の
図
書
館
の
平
均
よ
り
叩
日
以
上
多

く
、
年
間
の
開
館
時
聞
が
国
軍
も
長
い

図
書
館
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
、
ゆ
っ
く
り

と
図
書
国
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
ア
ピ
ス
タ
保
育
市
民
ス
タ
ッ
フ

が
保
育
を
行
い
ま
す
。
全
国
で
も
先

駆
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
右
写
真
)

保
育
実
施
日
時

毎
週
水
曜
日
午
前

9
時
か
ら
正
午

対
象

ア
ビ
ス
タ
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
や
活
動
へ
の
参
加
者
(
主
催

者
を
含
む
)
と
市
民
図
書
館
利
用
者

の
2
歳
以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん

(
図
書
国
館
利
用
者
は
1
時
間
以
内
)

定
員

先

着

却
人
程
度

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
ア
ピ
ス
タ
託
児

室
前
で

こんなサービスや機能もあります

。リクエスト

読みたい本がない時は、 「リクエス卜力一ドjを本の案内

カウンターへお出しください。 用意できしだい電話でご連絡

します。図書館にないものは他市や県の図書館から取り寄せ

たり、必要な場合は購入するなど、 できるだけご要望にお応

えします。耳の不自由な方は、ファクスでのリクエス卜も受

け付けています。

。検索システム

書名、著者・アーテイス卜名などで、市内すべての図書館

の本・雑誌・ CD・カセットテープを探せます。 図書館ホー

ムページhttp://www.abisuta.citY.abilくo.chiba.jp/library/

では、自宅のパソコンでも検索できます。

。対面聞読サービス

視覚障害者や高齢者など、一般の活字出版物の利用が困難

な方への朗読サービスです。 1回2時間以内でご利問いただ

けます。

。録音資料の郵送貸出

視覚障害1級から6蔽までの方を対象に、CD・力セット

テープ5点以内を2週間まで、郵送により貧し出します。

。お話会

3歳以下のお子さんと保護
者がいっしょに楽しむ 「ミ、ソ

フィータイムJと、 4歳から
9歳くらいまでのお子さんの

ための 「パーパタイムJがあ
ります。

oブックリスト
「赤ちゃんと楽しむ絵本jから中学生向けまで、 子どもの

年齢に合わせ、 本を紹介したブ、ソクリストがあります。

「
定
ん
定
新
聞
」
を
毎
月
発
行

「
た
ん
た
新
聞
」
(
左
写
真
)
は
、

子
ど
も
向
け
図
書
館
新
聞
で
、
毎
月

初
日
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

。
た
ん
た
。
と
は
図
書
館
で
も
人
気

の
本
「
た
ん
た
の
た
ん
け
ん
」

(中

川
李
枝
子
作
)
の
主
人
公
。
た
ん
の

た
ん
た
。
の
名
前
で
す
。

毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
l
マ
で
本
を

紹
介
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
響
い

た
本
の
感
想
文
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

こ
の
新
聞
は
、
昭
和
臼
年
か
ら
始

め
て
9
月
で
1
8
1
号
。
市
内
の
図

書
国
館
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
4

月
か
ら
、
毎
回す
を
市
内
の
小
学
校
3

年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

取
手
市
立
図
書
館
の
本
ガ
借
り

ら
れ
ま
す

日
月
1
日
制
か
ら
、
我
孫
子
市
と

取
手
市
が
図
書
館
の
相
互
利
用
を
開

始
し
、
我
孫
子
市
民
も
取
手
璽
立
図

書
館
で
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
取
手

市
立
図
書
館
宮
0
2
9
7
・
九

・
8

3
6
1
へ

※
取
手
市
立
図
誉
館
の
利
用
カ
1
ド

を
作
成
す
る
と
き
に
は
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
証
、
学
生
証
な
ど
)
が
必
要
。

固

我
孫
子
市
民
図
書
官
館
宮
7
1
8

4
・
1
1
1
0

市政ふれあい懇談会所場時地 区

育てしやすい、若い世代に魅力のあるまちづくり

沿線の突通利便性の向上。パス会社との連携

O保健福祉総合計画(生き生きあぴこしあわせプラン)
~だれもが健康で安心して暮らせるまちをめざして~

市は、第2次保健福祉総合計画〈平成12年度から 16年

度)に続く、 第3次計画を16年度末までに策定します。
第2次計画は、福祉総合計画推進協議会や高齢者、障害者、

児童の3つの福祉推進市民研究会など、多くの市民参加に
よりつくられたものです。

今年度はさらに、皆さんの住んでいる地域で、福祉に関

する生活上の問題や保健福祉サービスについての意見・提

案をお聞きします。

固 秘書課・内線269

@成田線市民の皆さんの意見を直接お聞きし市政に反映させる

ため、 「市政ふれあい懇談会jを市内6地区で開催します。

日時・場所主表参照

内容今年は次の2つのテーマでご意見を伺います。

。自立しだまちづくり巴向げて (市長の平成15年度施政方

針での8つの提案)

①市長の再任回数を条例で制限 ①市議会の一層の充実(議

員定数を減らしたうえで、会議の増、議員活動費の充実、議

会事務局の法制スタッフの強化)①18歳以上の市民投票

の制度化 ①政策形成に入る前からの情報公開 @市税収入

に対する人件費の割合を50%以下に制限 @コミュニティ

ビジネスによる地域の活性化と、シニア世代がまちづくりに

活躍する環境づくり ⑦(仮称)子ども総合計画の推進。子

天王台北近隣セン9-
多目的ホール

つくし野コミュ

ニティホール

11月8日(土) 市役所庁舎分館

14時30分-16時30分大会議室

10月4日(土) 湖北台近隣センター

14時30分-16時30分多目的ホール

新木近隣センター

多目的ホール

10月18日(土) 布佐ステーション
14時30分-16時30分ホール会議室

10月18日(土)

10時-12時

日

10月4日(土)

10時-12時

11月8日(土)

10時-12時

天王台

地区

木

区

佐

区

我孫子

北地区

我孫子

南地区

北

区

湖

地

新

地

布

地

み 京泉田成便利とてコもで力のなん
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也W
子ども総合計画策定中=(仮称)一-

市
で
は
、
現
在
、
子
ど
も
に
関
す

る
総
合
的
な
計
画
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
づ
く
り
の
背
景
に
は
、

「少
子
化
、
核
家
族
化
、
都
市
化
の

進
行
に
よ
り
「
子
ど
も
の
育
ち
』
や

「
子
育
て
』
の
環
境
が
変
化
す
る
な

か
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ

環
境
や
子
育
て
に
喜
ぴ
や
楽
し
み
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る

た
め
に
は
、
行
政
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
が
よ
り
一
層
連
携
し
、
社

会
全
体
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
き
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
子
育
て
支
援
を

は
じ
め
子
ど
も
の
成
長
を
育
む
環
境

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
を
よ
り
明
確
に
し
て
、
そ

の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
に
関
連
し

た
施
策
や
事
業
の
総
合
化
を
推
進
し
、

我
孫
子
ら
し
い
子
ど
も
行
政
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

計
画
の
策
定
は
、
公
募
の
市
民
や

学
生
を
含
む
市
民
と
子
ど
も
に
関
係

す
る
市
職
員
合
わ
せ
て
お
人
で
構
成

家
庭
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
方
法
が
変
わ
り
ま
す

日
月
1
日
か
ら
「
資
源
有
効
利
用

促
進
法
」
に
も
と
づ
き
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る

「
P
C

リ
サ
イ
ク
ル
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー

が
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
義
務
者
と

な
り
、
消
費
者
と
協
力
し
て
使
用
済

み
パ
ソ
コ
ン
を
再
資
瀬
化
し
、
廃
棄

物
の
削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
日
月
1
日
以
降
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
収
集
と
持
ち
込
み
に
よ
る
受
け

入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、

以
下
の
手
順
に
な
り
ま
す
。

第 1101号

①
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
申
し
込
み

:・
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
電
話
で
回

収
の
申
し
込
み
。
メ
ー
カ
ー
か
ら
回

収
再
資
源
化
料
金
(
下
表
参
照
)
の

支
払
い
用
紙
が
送
ら
れ
て
く
る
。

②
回
収
再
資
源
化
料
金
の
支
払
い
・
:

銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
料
金
を
支
払
う
。
そ

の
後

「
ゅ
う
パ
ッ
ク
伝
票
」
が
送
ら

れ
て
く
る
。

③
パ
ソ
コ
ン
の
事

排
出
品
を
各

自
で
相
包
し
、
送
ら
れ
て
き
た
「
ゅ

う
パ
ッ
ク
伝
票
」
を
見
や
す
い
場
所

，
」
貼
悦
。

④
パ
ソ
コ
ン
の
排
出
:
・
最
寄
り
の
郵

便
局
の
小
包
窓
口
に
持
ち
込
む
か
、

「
ゅ
う
パ
ッ
ク
伝
票
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
郵
便
局
に
電
話
を
し
て
集
荷

し
て
も
ら
う
。

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

※
P
C
リ
サ
イ
ク
ル
マ
1
ク
の
付
い

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
廃
棄
す
る
と
き

は
、
回
収
再
資
源
化
料
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

回収再資源化料金(税別)

デスクトップパソコン本体

ノートブックパソコン

液品タイプディスプレイ

液品タイプー体型パソコン

ブラウン普9イプディスプレイ
各40∞円

7ラウ滑空イプー開Hソコン

各30∞円

0
0
人
近
い
方
の
協
力

を
得
て
、
生
活
意
識
や

実
態
の
把
握
に
努
め
ま

し
た
。
(
調
査
の
概
要

は
日
月
1
日
号
の
広
報

に
掲
載
予
定
)

こ
れ
ま
で
の
委
員
会

で
の
議
論
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
踏
ま
、
え

る
と
、
親
や
大
人
の
価
値
観
が
子
ど

も
の
意
識
や
行
動
、
態
度
に
反
映
し
、

子
ど
も
の
発
達
と
と
も
に
形
成
さ
れ

る
個
の
確
立
、
個
人
の
価
値
観
な
ど

に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
、
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
や
運

動
能
力
の
低
下
が
年
々
進
み
、

「遊

び
」
の
質
や
遊
ぴ
方
の
変
化
な
ど
と

の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
れ
る
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

市
の
あ
ら
ゆ
る
部
署
が
横
に
連
携
し

て
、
昨
年
9
月
か
ら
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
や
子

育
て
の
現
状
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
、
課
題
を
整
理
し
、

新
た
な
事
業
提
案
を
ま
と
め
、
計
画

の
基
本
的
方
針
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
5
月
に
は
、
子
ど
も
や
親

を
は
じ
め
市
内
に
勤
務
す
る
教
師
、

さ
ら
に
は
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
寒
施
し
、

5
0

朝7時台の
湖北駅北口行きを増便

〈スがさら|こ使いやすくな

計
画
で
は
子
ど
も
た
ち
を
、
社
会
、

経
済
、
環
境
な
ど
の
影
響
を
受
け
や

市
民
パ
ス
が
さ
ら
に
使
い
や
す
く

な
る
よ
う
に
、
朝
7
時
台
の
湖
北
駅

北
口
行
き
を
、
日
月
1
日
か
ら
来
年

の
3
月
担
日
ま
で
の
半
年
間
、
試
行

的
に
1
便
増
便
し
ま
す
。

こ
の
使
は
、
つ
つ
じ
荘
発
7
時
ち

ょ
う
ど
で
、
湖
北
駅
北
口
着
が
7
時

幻
分
の
予
定
で
す
。
こ
れ
を
利
用
す

る
と
、
湖
北
駅
発
の
成
回
線
は
、
我

す
い
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ

る
と
同
時
に
、
権
利
の
主
体
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
存
、
保
護
、

発
達
、
参
加
と
い
う
包
括
的
権
利
を

保
障
し
た
。
児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
。
の
精
神
を
ベ

1
ス
に
し
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
っ

て
い
る
成
長
・
発
達
の
可
能
性
が
最

大
限
発
揮
さ
れ
、
自
ら
が
主
体
的
に

成
長
し
、
個
を
確
立
し
自
立
し
た
人

間
と
し
て
育
つ
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
を
通
し
て
親
自
身

が
子
育
て
力
を
育
め
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
を
講
じ
て
環
境
整
備
を

す
す
め
、
社
会
的
営
み
で
あ
る

「子

育
ち
」
「
子
育
て
」
を
地
域
や
社
会

全
体
で
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
推

進
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
目
指
し
、

策
定
作
業
を
進
め
ま
す
。

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
1
5
1

孫
子
・
上
野
方
面
行
き
が
7
時
泊
分

発
・

8
時
1
分
発
に
、
布
佐
・
成
田

方
面
行
き
が
8
時
1
分
発
に
乗
車
で

き
ま
す
。

各
停
留
所
の
通
過
予
定
時
刻
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
他
の
使
の
時
刻

に
窓
史
は
あ
り
ま
せ
ん
。

圃

交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0

新たに運行される便の時刻 (10月1日から)
停留所名 通過予定時刻
つつじ荘 7: 00 
市民体育館 7: 02 
4丁目18番 7: 06 
4丁目20番 7: 07 
4丁目6番 7: 08 
1丁目16番 7: 09 
郵便局前 7: 10 
身体障害者福祉センター 7: 14 
新木近隣センター 7: 16 
上あらき台青年館前 7: 19 
新木台 7: 20 
上新木 7: 21 
湖北地区公民館 7: 23 
湖北駅北口 7: 27 
※日曜日、月曜日、祝日、年末・年始l立運休

接続する成回線の時現IJ (湖北駅発)
行き先 | 発車時刻

我孫子・上野方面 17: 39、8:01 
布佐・成田方面 1 8: 01 

湖北駅北口

3・5・16号(国道356号)と
用途地域等の都市計画の変更

説明会にご参加を

市
で
は
、
湖
北
駅
北
口
の
利
便
性
・

安
全
性
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
湖
北
駅
北
口
周
辺
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
こ
れ
ま
で

湖
北
駅
北
口
駅
前
広
場
と
湖
北
駅
・

北
口
線
の
整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
都
市
計
画
を
変
更
す
る
個

。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ

E
ル
ス
に
ご
用
心

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
は
、

販
売
目
的
を
告
げ
ず
に

「あ
な
た
だ

け
は
特
別
」
な
ど
と
有
利
な
条
件
を

強
調
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
や
営
業
所
な
ど
で
待
ち
合
わ
せ
を

し
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ

せ
る
も
の
で
す
。

*
事
例

(
相
談
者
初
代
女
性
)

「旅
行
に
安
く
行
け
る
、
会
っ
て

話
し
た
い
。
」
と
若
い
男
性
か
ら
電

話
で
呼
び
出
さ
れ
、
商
品
な
ど
が
割

安
に
な
る
と
い
う
ク
ラ
ブ
の
会
員
に

な
る
こ
と
を
長
時
間
勧
め
ら
れ
、
断

り
切
れ
ず
契
約
し
た
。
会
員
に
な
る

と
D
V
D
が
特
典
と
し
て
つ
い
て
く

る
と
い
う
説
明
だ
っ
た
が
、
後
日
商

品
が
届
き
、
契
約
書
を
見
る
と
1
0

所
は
、
湖
北
駅
・
北
口
線
と
接
続
す

る
都
市
計
画
道
路
3
・5
・
日
号
(
国

道
3
5
6
号
)
の
交
差
点
部
分
で
、

パ
ス
な
ど
の
車
両
が
右
折
で
き
る
よ

う
に
、
道
路
の
幅
を
日

m
か
ら
げ

m

に
広
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
道
路

幅
の
変
更
に
合
わ
せ
て
、
交
差
点
部

分
北
側
の
用
途
地
域
(
第
一
種
住
居

地
域
)
と
高
度
地
区
の
指
定
範
囲
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

説
明
会
で
は
、
市
が
作
成
し
た
案

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
後
、

具
体
的
な
都
市
計
画
の
翠
史
手
続
き

は、

3
・
5
・
日
号
と
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て
は
県
が
、
高
度
地
区

の
変
更
に
つ
い
て
は
市
が
行
い
ま
す
。

日
時

9
月
お
日
鯛
午
前
日
時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
7

※
お
近
く
の
方
は
、
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp

O
万
円
の
D
V
D教
材
の
契
約
だ
と

わ
か
っ
た
。
解
約
し
た
い
。

*
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
の
よ
う
な
契
約
は
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
契
約
日
か
ら
8
日
以
内
な

ら
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
の
事
例
も
解
約
通
知
書
を
出

し
、
無
条
件
で
解
約
で
き
ま
し
た
。

契
約
前
に
は
契
約
書
を
よ
く
読
み
、

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
強
引
な
勧
誘
な
ど
で
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
宮
間
7
1

8
5
・
0
9
9
9
(祝
休
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
昭
日
の
午
前
日
時
か

ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
3
時
)
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
タ
ー
ト
は

-ー-
9
月
幻
日
か
ら
初
固
ま
で
、
秋
の

全
因
究
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交

通
量
の
増
加
に
伴
行
事
故
の
多
発
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
1
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
表
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
、
っ
。

重
点
目
標

。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に

薄
暮
時
に
お
け
る
歩
行
中
の
事
故
防

止・・・
道
路
を
歩
く
と
き
や
自
転
車
に

乗
る
と
き
は
自
動
車
に
注
意
す
る
よ

う
に
家
庭
で
話
を
し
た
り
、
夜
間
外

出
時
に
は
反
射
材
を
活
用
し
た
り
し

て
、
究
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

.. 
ti 

。
シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l
ト
の
着
用
の
徹
底
・
・
・
シ
l
ト
ベ

ル
ト
や
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
1
ト
の
着
用

を
確
認
し
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
始
動

す
る
よ
う
、
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
0

0
飲
酒
運
転
の
追
放
・
:
家
庭
や
職
場

な
ど
で

「飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
表
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
高
齢
者
交
、
愛
女
全
大
会
を
開

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

事

紋
A
W
制

M
E
ヂ

=

市
で
は
、

「花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
聞
き
ま
す
。

今
回
は
、
秋
植
え
の

「軽
井
沢
パ

ン
ジ
ー
の
寄
せ
植
え
」
を
行
い
ま
す
。

庭
だ
け
で
な
く
、
玄
関
先
や
家
の
中

に
も
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
寄
せ
植
え
は
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

①
叩
月
ロ
日
側
午
前

~
d
h
a
教
室

9
時
加
分
か
ら
日
時
初
分
、
ア
ビ
ス

タ

②
叩
月
ロ
日
制
午
後
1
時
却
分

か
ら
3
時
加
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

講
師
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
1
客
員
各
回
初
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

2
0
0
0
円
(
材
料
代
な
ど

を
含
む
)

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に

「
ガ
1
デ
ニ
ン
グ
教
室
」、

講
座
番
号
(
①
か
②
ど
ち
ら
か
)
、

住
所
、
器
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先
を
明
記

し、

9
月
辺
日
必
着
で
〒
2
7
o
l

-
-
9
2市
役
所
公
園
緑
地
課
(
住

所
省
略
可
)
へ

圃

公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
4

催
し
ま
す
。

高
齢
者
の
究
通
安
全
の
意
識
を
高

め
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
へ

の
保
護
意
識
を
考
え
ま
す
。
高
齢
者

以
外
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
(
入
場
無
料
)

日
時

9
月
辺
日
開
午
前
日
時
か
ら

U
時
却
分
(
雨
天
実
施
)

場
所
我
孫
子
自
動
車
教
習
所
(
高

野
山
5
3
6
)

内
容

実
行
時
や
自
転
車
運
転
時
の

注
意
点
な
ど
を
教
習
所
の
コ
l
ス
を

利
用
し
て
学
ぶ
、
参
加
型
の
交
通
安

全
教
室

圃

交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0
、

我
孫
子
瞥
察
署
宮
7
1
8
2
・
0
1

1
0
 

相留みつを美術館相留ー人館長特別講演会

いのちのバトシ父怜る
ζとぱ一一相爾みつを心に響〈

書
家
で
あ
り
詩
人
だ
っ
た
相
田
み

つ
を
さ
ん
。
そ
の
長
男
で
、
相
田
み

つ
を
美
術
館
の
館
長
・
相
田
一
人
さ

ん
の
特
別
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日

時

日
月
5
日
制
正
午
か
ら
午
後

4
時
却
分

場
所
市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内

容

ホ

I
ル

*

「
高
齢
社
会
へ

の
対
応
を
探
る
会
」
活
動
紹
介
(
午

後
1
時
叩
分
)

*
映
像
と
お
話
(
午

日本最大規模の鳥の祭典

ジャパン/(-F'lスティ/U~0

U
月
8
日
・

9
日
、
ア
ピ
ス
タ
や

手
賀
沼
親
水
広
場
等
の
会
場
で

「第

3
回
ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

(
7
日
に

は
前
夜
祭
を
実
施
)

当
日
は
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
会

場
案
内
や
交
通
案
内
な
ど
で
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

-匁w恥
帥
》
凶
ゆ

U
V

勺
毛
u
h

，

ー

が
、
ぶ
ゐ
nり

つ
コ
ち
が
"

を
Aω

為

叫
す
「
兎

2

後
1
時
印
分
)
:・
ピ
デ
オ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト

「
お
か
げ
さ
ん
」
、
講
演

「
い

の
ち
の
パ
ト
ン
父
を
語
る

S
相
田

み
つ
を
心
に
響
く
こ
と
ぱ

i
」

※
手
話
通
訳
あ
り

大
会
輯
室

(
正
午
か
ら
)

*
展
示

コ
ー
ナ
ー
(
福
祉
用
具
・
団
体
活
動
)

*
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
健
康
・
介
護
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催

高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
探
る

会
、
我
孫
子
市

圃

同
会
・
福
田
宮
7
1
8
2
・
2

7
7
2
 

烏
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時

U
月
7
日
働
午
後
か
ら

9
日
冊
午
後
ま
で
(
半
日
ご
と
の
分

割
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
申
込
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

経
費
支
給

交
通
費
・
昼
食
代
ほ
か

と
し
て
1
0
0
0
円
を
支
給

申
し
込
み

申
込
書
(
市
役
所
、
各

支
所
・
行
政
連
絡
所
・
図
書
館
・
公

民
館
・
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
。
ま

た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル

の
い
ず
れ
か
で
市
役
所
企
画
調
整
室

内
ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局
・
内
線
2
7

3
m
7
1
8
3
・
0
0
6
6
E
メ
ー

ル
』
広
@
2
q・
ω
E
W
0・
n
E
σ
ど
℃

へ
霊
水
)
に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、

叩
月
6
固
ま
で
に
同
事
務
局
へ
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
持
参

圃

企
画
調
整
担
率
一
・
内
線
2
7
3

@相田みつを美術館

【 頑張ってます

ム一
A

応援します!その人らしい暮らしを地域の中で

の虹

「虹
の
会
」
(
高
井
浩
幸
理
事
長
)

が
、
去
る
7
月
白
日
付
け
で
市
内

被
災
し
た
高
齢
者
の
お
役
に
立
て
れ
ば

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
水
俣
土
石
流
災
害
巳
寄
付

我
孫
子
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(
沓
津
米
子
会
長
H
写
真
)
は
8
月

2
日
、
日
万
円
を
「
水
俣
土
石
流
災

害
救
援
募
金
」
に
寄
付
し
ま
し
た
。

同
連
合
会
で
は
、
平
成
2
年
か
ら

市
内
切
す
べ
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
に
呼
び
か
け
、

5
0
0
万
円
を
目

あ

び
.....， 
ιd 

標
に

「
1
円
玉
基
金
」
と
称
し
て
寄

付
を
募
り
、
約
凶
年
で
目
標
を
達
成

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
5
0
0
万
円
を
災

害
対
策
基
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
決
め
、
こ
れ
ま
で
に
北
海
道
南
西

沖
地
震
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
三

宅
島
へ
義
援
金
を
送
り
ま
し
た
。
ま

た
、
先
日
の
市
内
の
豪
雨
で
災
害
を

受
け
た
会
員
へ
の
お
見
舞
い
も
贈
っ

て
い
ま
す
。

「私
た
ち
も
、
い
つ
災
害
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
菌
っ
た
と
き

は
お
互
い
様
』
で
す
か
ら
、
被
災
し

た
高
齢
者
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と

沓
津
会
長
は
語
り
ま
し
た
。

あ

れ

.....， 
ιー

れ

日
番
目
の
N
P
O法
人
と
し
て
千
葉

県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
。
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
い

暮
ら
し
を
地
域
の
中
で
。
。
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ
け
長
く

地
域
に
住
み
続
け
た
い
。
と
い
う
願

い
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
年
齢
や

障
害
の
有
無
を
超
え
た
地
域
住
民
の

宍
流
の
場
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い

PCカレッジあびこ

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
す
。

A
又
講
中
の
方
は
、
受
講
料
入
金
後

6
カ
月
間
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き

ま
す
。

こ
の
目
的
の
逮
成
の
た
め
に
、

新
木
野
3
丁
目
の
民
家
を
借
用
し

て
、
宅
老
所
「
虹
の
家
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点
に
、
通

っ
て

・
泊
ま
れ
て
・
住
む
こ
と
の

出
来
る
、
小
規
模
で
家
庭
的
な
お

家
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
特
に
、
通
い
慣
れ
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
場
所
に
宿
泊
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
痴
ほ
う
の
方
へ

の
在
宅
介
護
が
少
し
で
も
長
く
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
し
た
い
」

と
理
事
の
高
井
睦
美
さ
ん
は
語
り

ま
す
。さ
し
あ
た
っ
て
は
、
介
護
保
険

制
度
で
の
利
用
を
中
心
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
の
利
用

の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

圃

高

井

君
7
1
8
8
・
0
4
2

0
 

の
パ
ソ
コ
ン
開
放
時
聞
を
優
先
的
に

利
用
し
、
受
講
内
容
を
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
)

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
容
左
表
参
照

受
付
時
間

午
前
日
時
か
ら
午
後
7

時
(
毎
月
第
2
・
3
木
曜
日
休
館
)

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃

市
民
プ
ラ
ザ
宮
7
1
8
3
・
2

唱

i
唱

i
唱

i

講座名 転受講料対象

パソコン入門牢 3 3.500円初u者の方
WORD2002牢 5 8.000円

EXCE L2002牢 5 8.000円文字入力の

インターネり卜 4 5.500円できる方

文書管理 2 2.500円
※1眼目分。受制止テキスト代・通信料託。
仰の講座は再受講券1目分澗聞きま主

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

-ー-
参

加

て

み
ま
ぜ
ん
か

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
民
大
会

(
家
庭
婦
人
の
部
)

日
・
所
日
月
1
日
出
8
時
初
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種

9
人
制

対

市
内
在
住
の
既
婚
の
女
性
(
男

性
2
人
ま
で
可
)

費

1
チ
1
ム
3
0
0
0
円
(
連
盟

未
受
録
チ
l
ム
は
5
0
0
0
円
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー

ム
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
初
日
必
着

で
〒
2
7
O
l
l
l
6
5
並
木
6
の

1
の
8
の
3
0
3
欝

敏

恵

宮
7
1

3
9
・
7
0
3
1

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
民
大
会

(
一
般
男
女
の
部
)

日
・
所
日
月
2
日
側
8
時
加
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種

一

般

男
子

・
女
子

(6
人
制
)

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費

1
チ
1
ム
3
0
0
0円

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

チ
l
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
初
日

必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松

1
1
3
の
2
西
井
徹
夫
宮
7
1
8
2

.
8
0
4
8
 

し

t1 怠第 1101号

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

(

ダ

ブ

ル

ス

)

目

印

月
日
日
出
9
時
開
会
(
雨
天

の
場
合
は
叩
月
お
日
側
に
延
期
)

所
市
民
体
育
館
庭
球
場

種

一

般

男
子
、
一
般
女
子
、
壮
年

男
・
女
(
必
歳

i
回
歳
)、
シ
ニ
ア

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

男
子

(ω歳
以
上
)

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
(
高

校
生
以
上
)
・
在
ク
ラ
ブ
の
方

費

1
チ
l
ム
1
0
0
0
円

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

2
人
の
住
所
・
同
符
年
齢
・

電
話

番
号
を
明
記
し
、

9
月
初
日
必
着
で

〒

2
7
O
l
l
l
5
1
本
町
3
の
4

の
8
の
5
0
1鈴
木
等
宮
7
1
6
9

-
2
0
1
1
 

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
・
所
叩
月
四
日
制
8
時
却
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
男
女
ダ
ブ

ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
(
い
ず
れ
も

1
部、

2
部
)

※
男
女
ダ
ブ
ル
ス
2
部
は
、
初
心
者

か

ω歳
以
上
男
子
か
家
庭
婦
人
。

対

中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

(
1
人
2
種
目
以
内
、

ぬ
歳
以
下
男
子
は
ダ
ブ
ル
ス

・
混
合

ダ
ブ
ル
ス
両
方
へ
の
出
場
は
不
可
)

費

1
人
1
種
目
5
0
0
円
(
中
学

生
2
0
0
円
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
(
ダ
ブ
ル
ス
は
2
人
分
)
を
明

記
し
、
日
月
9
日
必
着
で
〒
2
7
O

I
l
l
-
4
新
木
野
4
の
包
の
訂
川

喜
田
靖
彦
君
7
1
8
8
・
9
2
7
4

連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

費

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

※
叩
月
4
日
回
目
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
種
目
、

チ
l
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
初
日

必
着
で
一
T
2
7
O
l
-
-
0
8
布
佐

平
和
台
7
の
8
の
5
遠
藤
政
次
官
7

1
8
9
・
1
5
9
2

少
年
の
日
・
地
域
の
つ
ど
い
大
会

日

日

月
2
日
倒
8
時
初
分
教
育
委

員
会
集
合
、
日
時
解
散
予
定

所

手

賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
、
手

賀
沼
親
水
広
場

内

観
察
ウ
オ
ー
ク
(
約
5
M
)
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
施
設
見
学
ほ
か

対

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
3

年
生
5
6
年
生
、
先
着
加
入

費
無
料
(
昼
食
は
各
自
持
委
)

主
東
葛
飾
地
区
背
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
、
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
・
圃

電
話
で
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
5
1

市
民
の、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の

景

観

討

論

会

回

目

月
4
日
同
日
時

s口
時

所
湖
北
地
区
公
民
館
(
参
加
無
料
)

内

我
孫
子
の
風
景
に
つ
い
て
の
意

見
(
広
報
8
月
日
日
号
で
募
集
)
に

基
づ
く
討
論
(
聴
講
だ
け
の
参
加
も

可
)
主
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

秋
の
古
利
根
ク
リ
ー
ン
作
戦

持
・・・持参

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日

目

月
2
日
附
・

9
日
制

-
M
日

同
日
時
加
分

5
日
時
加
分
(
全
3
回
)

所

市
民
会
館
ほ
か
(
参
加
無
料
)

内

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
障
害
者

や
高
齢
者
の
通
院
な
ど
の
手
伝
い
)

を
養
成
す
る
た
め
の
寧
イ
ス
・
車
両

の
操
作
育
法
、
安
全
運
転
講
習
ほ
か

対

加

入
(
応
募
多
数
時
は
抽
選
)

主
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
・
圃

電
話
で
9
月
初
固
ま
で
に

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

F
b
つ』
ququ

美
し
く
歳
を
重
ね
る
た
め
の

お
化
粧
講
座
p
a
r
t
2

日

9
月
初
日

ω叩
時
S
U時

所

市
民
会
館

内

お

化
粧
実
習
、
茶
話
会

講

師

佐
藤
雅
美
さ
ん
(
資
生
堂
社

会
貢
献
活
動
担
率
一
)

対

日

歳
以
上
の
女
性
、
先
着
加
入

※
化
粧
品
は
主
催
者
側
で
用
意
。

費

2
0
0
円
(
お
茶
代
ほ
か
)

主
お
化
粧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
り
ん
ご

の
木
、
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
・
圃

電
話
で
原
口
宮
7
1
6
9

.
8
6
4
3
 

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

第

1
回

健

康

教

室

日

9
月
沼
田
岡
9
時
却
分
S
U時

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
の
話

費

無

料

圃

同
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7

.
1
1
2
2
 

第
花
園
史
跡
文
学
散
歩

日
・
集
合
場
所

9
月
お
日
倒
9
時

新
松
戸
駅
改
札
口
集
合
、
ロ
時
加
分

解
散
予
定
(
小
雨
実
施
)

行
程
光
明
院
、
赤
城
神
社
、
一
茶

双
樹
記
念
館
、
近
藤
勇
陣
屋
跡
ほ
か

費

5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
9
月
M
日
ま
で
に

越
岡
宮
7
1
8
4
・
2
0
4
7

費
・
:
費
用

申
・
・
・
申
し
込
み

ふ
る
ふ
る
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

日
・
所
叩
月
1
3
月
の
第
2
・
4

金
昭
日
目
時
加
分
5
日
時
記
分
、
新

木
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か

(全
日
回
)

た
こ

内

音
楽
あ
そ
び
、
折
り
紙
凧
づ
く

り
、
英
語
で
遊
ぼ
う
、
紙
コ
ッ
プ
人

形
づ
く
り
ほ
か
(
雨
天
時
は
別
内
容
)

対

2
歳
以
上
の
親
子
、
先
着
却
組

費

5
0
0
0
円
(
叩
回
分
)

申
・
圃

フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で

N
P
O法
人
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
事

務
所
間
宮
7
1
8
8
・
9
0
7
8
E

メ

1
ル
ωσσ
可

W
E
m
@百
円凶0
・

同

u
-
釦
-
釦
・
O
吋
・
』
℃

生
バ
ン
ド
で
フ
ラ
を
踊
ろ
う

日
・
所

9
月
幻
日
冊
目
時
i
M時、

湖
北
地
区
公
民
館
(
参
加
無
料
)

対

先
着
2
5
0
人

持

ア
ロ
ハ
の
衣
装
(
な
く
て
も
可
)

申
・
圃

電
話
で
9
月
初
固
ま
で
に

N
P
O法
人
人
生
い
き
い
き
・
岡
田

宮

0
8
0
・
1
0
4
8
・
2
6
4
1

伝
統
楊
式
太
極
拳
無
料
講
習
会

日
・
所

9
月
幻
自
国
日
時
S
M時

却
分
、
湖
北
小
学
校
体
育
館

内

楊
式
太
極
拳
と
気
功
(
八
段
錦
)

持

運
動
で
き
る
服
装
と
靴

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
藤
田

宮

7
1
8
2
・
6
2
4
7
m
7
1
8

2
・
6
3
8
8

詩
吟
初
心
者
講
習
会

ぼ
し
ゅ
う

産
業
ま
つ
り
企
業
出
展
・

青

空

市

出

唐

者

日
叩
月
四
日
冊
目
時
5
日
時

(雨

天
の
場
合
は
お
日
冊
に
延
期
)

所

湖
北
台
中
央
公
園

対

先
着
1
0
0
区
画
程
度
(
間
口

約
2
m
)

費

1
区
画
4
0
0
0
円
、
電
気
コ

ン
セ
ン
ト
1
個

2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
9
月

お
日
ま
で
に
鈴
木
宮
7
1
8
8
・
2

8
0
6
m
7
1
8
8
・
2
8
4
2

天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り
出
肩
書

回

目

月
4
日
回
目
時
5
日
時
(
雨

天
の
場
合
は
5
日
側
に
延
期
)

所

天
王
台
西
公
園

対

先
着

ω区
画
(
間
口
3
m
)

費

1
区
画
2
0
0
0円

※
飲
食
品
は
飲
食
許
可
業
者
の
み
。

申
・
圃

直
接
ま
た
は
電
話
で
9
月

包
固
ま
で
に
商
工
会
宮
7
1
8
2
・

3
1
3
1
 

フ
リ

l
バ
ザ
l
ル
あ
び
こ

2

0

0

3
出

庖

者

回

目

月
5
日
岡
山
時
5
日
時
(
雨

天
の
場
合
は
ロ
日
冊
に
延
期
)

所

我
孫
子
駅
北
口
周
辺

対

先
着
約
加
区
画
(
間
口
3
m
)

費

1
区
画
3
0
0
0円

※
飲
食
品
は
飲
食
許
可
業
者
の
み
。

申
・
圃

直
接
ま
た
は
電
話
で
9
月

包
固
ま
で
に
商
工
会
宮
7
1
8
2
・

3
1
3
1
 

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト

日時 9月28日(日)正午から午後3時30
分(雨天実施)

場所あらき園(入場無料)

内容ゲーム写真館、ビーズアクセサリー

作り、押し花ハガキ作り、喫茶、手品、ハ

ワイアンバンド、小規模福祉作業所の出庖

固あらき園c7188-4188

電力中央研究所「研究所公開j学ぼう、遊ぼう、
科学のパーク

日

9
月
お
日
冊
9
時
i
m時
却
分

(
雨
天
実
施
)

集
合
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
水

路
広
場

日
・
所
叩
月
日
日
制
8
時
却
分
間

内

沼
周
辺
の
清
掃
活
動
(
終
了
後

会
、
市
民
体
育
館
野
球
場
ほ
か
(
雨
に

「古
利
根
自
然
観
察
の
森
」
で
観

天

皇

合

は

管

制

に

延

期

)

雲

を

実

施

)

種

男
性
の
部
(
男
女
混
合
可
)
、

持

長

靴

、

寧

手

女
性
の
部

圃

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
・
土

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
子
宮
7
1
8
7
・
2
3
4
1

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
定
員

日
・
所
叩
月
4
日
出
・

U
日
出
-

M
日
同
日
時
却
分
i
v
m時
却
分
、
湖

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
日
日
は
湖
北

台
市
民
セ
ン
タ
ー
)
〈
参
加
無
料
〉

内

漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
な
ど
の
吟

じ
方
の
学
習

期

間

ロ

月
中
旬
S
来
年
1
月
上
句

対

先
着
初
人
(
年
齢
・
経
験
不
問
)

勤
務
先

我
孫
子
郵
便
局

持

筆
記
具

内

郵
便
物
の
仕
分
け
、
配
達
ほ
か

申
・
圃

電
話
で
9
月
初
固
ま
で
に
※
勤
務
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫

我
孫
子
吟
詠
会
・
小
泉
宮
7
1
8
7

子
郵
便
局
総
務
課
宮
7
1
8
2
・
1

・
6
1
8
1
(当
日
参
加
も
可
)

4
3
1
へ
(
平
日
9
時
i
口
時
)。

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

δれ弱。調書揚陸

入場料無料

※来場者に記念品を贈呈します。

※当日は無料送迎パスを我弼子駅南口

から運行(午前10時から15分間隔)。
※車での来場はご遠慮ください。

固 同研究所事務部c7182-1181

日時 10月4日出午前10聞から午後
4時(雨天実施)

蝿所側電力中央研究所我課子研究所

内容 考えよう-こんなに身近な七不

思議、これが宮城県沖地震だ!、バー

チャjレリアリティの世界をのぞいてみ

よう!、波とあそぽう、シャボン玉「浮

沈と密度差J、のぞいてみよう・バイオ
害問!、電磁界を知ろう!、シールを

貼って食物連鎖を学ぽう、工コ紙ねん

どをつくろう、講演会「ホン卜はどう

なの?遺伝子組換え食品J(午後2聞か
ら3閏30分)、鋭、模様庖ほか

日時 10月11日から2月28日
の土曜日、午前10時から午後3時
30分(全8回)
場所 湖北地区公民館

対象 20人(鴎多数時は抽選)
参加費 7000円(8回分の材料費
を含む)

申し込み・固 往復ハガキに「ふれ

あい陶芸講座J、住所、氏名、性別、
年齢、電話番号を明記し、 9月25日
消印有効で〒270・1165並木7の
8の14小林達郎c7149・0574ヘ

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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ち
ょ
っ
ぴ
り
お
て
ん
ば
で
わ
が

ま
ま
。
あ
兄
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
で
、

い
つ
も

一
緒
巴
い
ま
す
。

我
孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

喫
茶
ぷ
ら
っ
と
従
業
員

所
ア
ピ
ス
タ
内
(
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
)

対
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
市
内
在
住
の
知
的
障
害
者
で
自
力

で
通
勤
で
き
る
方
、
若
干
名

申
・
圃

履
歴
書
(
写
義
依
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、

9
月
お
日
消

印
有
効
で
〒
2
7
o
l
-
-
4
3
天

王
台
6
の
3
の
四
小
口
チ
ヤ
宮
7
1

8
4
・
6
8
5
2
へ
郵
送

介
護
ス
タ
ッ
フ
(
常
勤
職
員
)

-ー-
対
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
:
・
社
ム
藷

祉
士
資
格
を
持
ち
パ
ソ
コ
ン
が
で
き

る
お
歳
以
上
の
方
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
職
員
:
・
2
級
ヘ
ル
パ
l
修
了
者
で

年
齢
不
問
、
各
1
人
(
い
ず
れ
も
運

転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方
)

※
勤
務
時
間
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
あ
ら
き
の
お
家
宮
7
1
8
8

.
9
7
6
6
へ。

歳
末
福
祉
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
出
演
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
ロ
月
お
日
嗣
ロ
時

s口
時

所
ア
ピ
イ
ホ
1
ル
(
イ
ト
1
ヨ
1

カ
ド
1
3階
)

対
寸
劇
、
合
唱
、
舞
踊
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
不
問
(
応
募
多
数
時
は
調
整
)

佐子
藤5

な

な

那

奈

ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
3
カ
月
)

申
・
圃

電
話
で
9
月
mm
日
ま
で
に

我
孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮

7
1
8
5
・
5
1
1
7
(月
・
水
・

金
晦
日
の
9
時
S
M時
)

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

月
2
回
土
昭
日
目
時

i
u時

所
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内

米
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話

費

月

額

3
0
0
0
円
程
度

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
英
会

話
倒
・
小
島
宮
町
7
1
8
4
・
8
7

2
1
(電
話
は
9
月
日
日
日
時
か
ら
)

日
英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
週
日
曜
日
目
時

S
U時

所
ア
ピ
ス
タ

内

米
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話

対

先
着
叩
人
(
見
学
可
)

費

1
回
1
0
0
0
円
程
度

申
・
圃

電
話
で
リ
ア
ン
ア
ン
ド
ザ

ボ
ン
・
桑
子
宮
7
1
8
4
・
3
6
4

3 
英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

9
月
初
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
9

時
却
分

i
U時
却
分
(
全
ロ
回
)

所
布
佐
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
1
ル

対

中
級
程
度
の
方
、
先
着
目
人

j度2
辺支

鉱
保
ち
ゃ
ん

(
新
木
野
・

1
歳
2
カ
月
)

や
ん
ち
ゃ
で
手
ガ
つ
け
ら
れ
芯

い
時
も
あ
る
け
ど
、
我
ガ
家
の
人

気
者
で
す
。

費

1
万
4
5
0
0
円
(
ロ
回
分
)

申
・
圃

電
話
で

A
L
E
X英
会
話

・
坂
井
宮
7
1
8
9
・
4
8
2
5

俳
句
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
日
時
却

分

i
M時

所
我
孫
子
第
一
小
学
校

内

講
師
批
評
・
助
言
、
意
見
交
換

対

句

作

経
験
者
、
先
着
b
人
(
初

心
者
歓
迎
)

費

月

額

1
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
俳
句
の
会
け
や
き

・
伊
藤
宮
7
1
8
3
・
1
9
6
8

マ
マ
さ
ん
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
会
員

日
・
所
毎
週
火
・
金
晦
日
日
時
1

日
時
、
柏
目
立
体
育
館
ほ
か

対

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
が

あ
る
既
婚
の
女
性

費

月

額

1
5
0
0
円
(
保
険
料
別

途
1
0
0
0
円
程
度
)

申
・
圃

電
話
で
金
曜
ク
ラ
ブ
・
小

林
宮

0
4
7
6
・
m
M
-
1
6
-
-

ト
I
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
月
・
水
曜
日
9
時
必
分
S

U
時
ま
た
は
土
・
日
曜
日
目
時

1
日

時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ
ほ
か
(
全
8
回
)

費

6
8
0
0
円
(
8
回
分
)
、
入
会

金
1
5
0
0
円
(
一
部
材
料
費
含
む
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
マ
l

レ
ン
サ
ー
ク
ル
・
塚
田
宮
町
7
1
8

4
・
0
4
7
5

ト
I
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

月
2
回
火
曜
日
9
時
日
分

dk白ヒ也事 9月1日現在
.人口131.456人 (+673人)
[うち外国人的8人]

男 65.462人 (+312人)
女 65.994人 (+361人)
.世帯 49.841世帯(+291世帯)
※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。
※( )内は前月との比較。

5
日
時
記
分
、
ア
ピ
ス
タ

対

先
着
お
人

費

月

額

4
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円
(
材
料
費
別
途
)

申
・
圃

電
話
で
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ツ

サ
ム
・
梶
野
宮
7
1
8
5
・
1
7
0

0
 工ッ

コ
ロ
福
祉
基
金
助
成
団
体

対

高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
中

の
方
た
ち
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
、
司
る
活
動

を
し
て
い
る
団
体
・
個
人

助
成
金
額
却
万
円
以
内

応
募
期
限
叩
月
担
日

※
応
募
育
法
な
ど
、
詳
し
く
は
生
活

ク
ラ
ブ
生
協
エ
ッ
コ
ロ
福
祉
基
金
運

営
委
員
会
宮
0
4
3
・
2
7
8
・
7

1
7
2
へ。

ハ
ン
、
キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

展
示
期
間
日
月
四
日
出

i
お
日
制

(
搬
入
・
審
査
は
叩
月
口
日
樹
、
搬

出
は
幻
日
開
)
〈
出
品
料
無
料
〉

所
北
総
花
の
丘
公
園
(
印
西
市
)

※
応
募
育
法
な
ど
、
詳
し
く
は
北
総

花
の
丘
公
園
緑
の
相
談
所
8
0
4
7

6
・
U
・
4
0
3
1
へ。

お
し
ら
ぜ

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日
・
所

9
月
お
日
同
日
時
却
分
5

日
時
却
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
議
し
て
い
る

忘れずに納めましょう

項 目 納期限
(曜鱒日)

国民健康保険税第4期30日(火)

介護保険料第4期 30日(火)

水道料金 25目(木)

下水道強者負担金第2期30日(火)

家
族
内

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な

ど
の
情
報
交
換

費

1
1
0
円
(
お
茶
代
)

圃
介
護
支
援
謀
宮
7
1
8
6
・
1

4
1
1
 

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

対

日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
凶
年

3
月
白
日
の
方

受
付
期
間

9
月
日
白
川

wsm月
日

日
制
※
申
請
書
類
は
登
録
住
所
へ
郵
送
。

圃
下
水
道
課
・
内
線
5
3
8

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

対

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内

に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る

方
(
受
診
希
望
者
が
冬
薮
の
場
合
は
、

昨
年
度
未
受
診
者
を
優
先
)

期
限
平
成
時
年
3
月
刊
日

申

ハ
ガ
キ
に

「健
康
診
断
希
望
」、

受
診
す
る
方
の
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
被
爆
者
で
あ
る

親
の
氏
名
、
住
所
、
被
爆
章
子
帳
番

号
を
明
記
し
、
平
成
時
年
2
月
日
日

消
印
有
効
で
一
T
2
6
0
1
8
6
6
7

県
庁
社
会
福
祉
課
援
種
恩
給
室
(
住

所
省
略
可
)

※
受
診
医
療
機
関
は
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

圃
県
庁
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
室

宮

0
4
3
・
2
2
3
・
2
3
4
9

市隙週(人身)開発生糊
(我孫子警察署管内・8月31日現在)
8月の発生件数 57件
今年の発生件数(1月-) 400件
前年同期比 一72件
8月の死者数 O人
今年の死者数 4人
前年同期比 +2人
8月の負傷者数 65人
今年の負傷者数 528人
前年同期比 一55人

不
劃
産
フ
ェ
ア
お
困
り
ご
と
相
談

日
・
所

9
月
幻
日
冊
目
時

5
日
時
、

柏
駅
東
口
サ
ン
サ
ン
広
場

内

弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動
産
鑑

定
士
な
ど
に
よ
る
不
動
産
無
料
相
談

圃
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

東
潟
支
部
宮
7
1
6
3
・
3
1
9
1

湖
北
台
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

会
議
室
を
貸
し
出
し

日
毎
回
日
時

i
m時
(
祝
休
日
、

夏
休
み
、
年
末
年
始
な
ど
を
除
く
)

所
東
日
本
ガ
ス
側
湖
北
台
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
(
湖
北
台
3
の
1
の
7
)

内

会
議
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

対

市
内
在
住
の
方
(
未
成
年
者
は

成
人
同
伴
)

費

1
時
間
に
つ
き
大
会
議
室
2
5

0
円
、
小
会
議
室
2
0
0
円
、
両
室

併
用
3
0
0
円
(
先
着
順
)

申

直
接
湖
北
台
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ

圃
東
日
本
ガ
ス
側
総
務
課
宮
7
1

8
2
・
4
1
7
5
(
土
・
日
曜
日
、

祝
休
日
、
夏
休
み
期
間
中
、
年
末
年

始
な
ど
を
除
く
9
時

i
m時
)

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

回

目

月

5
日
側
ロ
時
初
分

1
日
時

(
失
効
は
日
即
時
初
分
ま
で
)

所
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
免
許
の
有
効
期
限
が
日
年
目
月

日
日
か
ら
同
年
日
月
5
固
ま
で
の
方

費
更
新
:
・
1
万
1
0
0
0
円
、
失

効

:
i万
6
0
0
0
円
(
訂
正
、
紛

失
は
別
途
)

申
・
圃

原
寸
大
の
免
許
証
の
コ
ピ

1
(余
白
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
)
と
写
真
(
縦
4
・

5
m
×
横
3
・
5
m
)
2
枚
、
本
籍

記
載
の
住
民
票
1
通
を
9
月
お
日
必

着
で
〒
2
7
o
l
-
-
5
5
我
孫
子

新
田
辺
の
7
の
包
小
池
勇
宮
7
1
8

2
・
1
0
1
5
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ステッチニットのマフラー
日時 10月6日
開午前9時30分

から正午

蝿所アビスタ

内容クロスに毛

糸を刺していく簡

単なステッチニッ

卜のマフラーづくり(男性用)

対象 50歳以上の男性、先着10人

参加費 2500円(材料代)

措参小パサミ、 30cm定規

申し込み・固電話で9月16日午前9
聞から我課子地区公民館c7182-0511

工事で営業を一時休止
手賀沼~園のミ二 S しと
しン夕立ダクルス壬=シヨン
手賀沼公園の再整備に伴い、ミ二SL

とレンタサイクjレ手賀沼公園ステーショ

ンの営業をしばらくお休みします。

なお、他のステーション(サイクルパー

ク我弼子南、同天王台南、鳥の博物館、

相市民体育館、道の駅しようなん)は、

営業していますのでご利用ください。

休業期間 10月1日から平成16年3

月ごろ

固 (財)あゆみの郷公社c7183・1130

(月・土・日曜日、祝日を除く)

やめよう
艦上での歩きタバコ
駅周辺などの人の往来が多い

噺での歩きながらの喫煙は、

タバコの火や受動喫煙など危険

で迷惑な行為です。

また、タバコの吸い殻を路上

判明溝などに捨てることは、ご

みを散乱させ、環境悪化につな

がります。

安全で快適なまちにするため、

路上での歩きタバコはおやめく

ださい。

国道路諜・内線532

住宅・土地縮↑調査にご協力を

10月1日に住宅-土地統計調査が全国

一斉に実施されます。

この謂査は、住宅・土地に関する最も基

本的な謂査で、全国で約400万世帯、我課

子市では202謂査区の約3500世帯力判象

となります。

謂査対象のお宅には、 9月下旬に県知事

から任命された謂査員(身分証を携帯)力漕

査票をお届けし、後日回収に伺います。

謂査内容を統計資料作成以外の目的に使

用することは、法律で堅く禁止られていま

すので、ご協力をお願いします。

回総務課・内線229

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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市
民
の
手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ
た
白
鳥
」
が

8
月
お
目
、

M
日
の
2
日
間
、
市
民

会
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

。
市
民
の
力
を
結
集

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
「
鑑
賞

す
る
だ
け
で
な
く
自
分
も
参
加
し
た

い
」
と
い
う
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

出
演
は
、

3
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の

市
民
約
1
8
0
人
。
ス
タ
ッ
フ
や
蹴

古
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
衣
装
製

作
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
る

と
総
勢
3
0
0
人
の
大
劇
団
と
な
り

ま
し
た
。

。
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手

会
場
は
、

2
日
間
と
も
満
席
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
曲
を
皮
切
り
に
、
次
々

に
演
奏
さ
れ
る
音
楽
に
あ
わ
せ
、
半

我
孫
子
の
ま
ち
に
ま
た

初
の
市
民
ミ
ユ

.... -

ーコ
文
化
の
風
が

ー
ジ
力
ル

年
間
に
わ
た
る
稽
古
の
成
果
を
ス
テ

ー
ジ
上
で
力
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
ま
し

た
。
あ
る
時
は
も
の
悲
し
く
、
あ
る

時
は
激
し
く
、
表
情
豊
か
な
演
技
に

客
席
は
い
つ
の
ま
に
か
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
テ
1
マ
ソ
ン

グ
の
「
ふ
る
さ
と
の
そ
よ
ぐ
風
」
を

客
席
と
一
緒
に
合
唱
。
カ
ー
テ
ン
コ

ー
ル
で
は
、
盛
大
な
拍
手
が
し
ば
ら

く
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

。
出
演
者
の
コ
メ
ン
ト

「
自
分
の
役
割
を
精
一
杯
演
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に

感
謝
し
た
い
で
す
」
、
「
多
く
の
方
々

と
知
り
合
い
に
な
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
経
験
と
感
動
を
も
ら
い

砂
約
1
8
0人
の
市
民
キ
ャ
ス
ト
ガ
熱
演
、
熱
唱

d

司
悪
役
の
力
ラ
ス
軍
団

ま
し
た
」
な
ど
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

@
観
害
の
コ
メ
ン
ト

「
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
幅
広
い

年
齢
層
の
市
民
が
集
ま
っ
て
、
一
つ

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
」
、
「
2
日
間
だ
け

の
上
演
は
や
レ
い
で
す
。
も
っ
と
続

け
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

d

司
白
鳥
の
仲
間
た
ち

谷津の自然観察会

クモを観察しよう

4ぁび乙自然観察隊第8固自然観察会
秋の谷津田を観察しよう

今年度5回目の谷津の自然観察会を行います。

今回のテーマは「クモJ。岡発戸・都部の谷津に生息するクモを探味擦します。
日時・場所 9月20日出午前9閏30分東我諌子駅南口広場集合、 11時30分現地解散

予定(荒天中止)(参加無料)

講師久保田克哉さん(自然観察指導員)

定員先着25人

持参ルーペ(ある方)

※動きやすい服装でご参加ください。

申し込み・固電話で手賀沼諜・内線464ヘ
※開催の有無は、当日の午前8時からテレホ

ンガイドft7185・5000コード番号850でお知らせします。

我孫子の身近な自然を訪ねるあぴこ自然観察隊。

3回目は、岡発戸の谷津田で、軟に見られる鳥虫、野草を探します。

小-中学生から大人まで楽しめる、やさしい自然解説、「しらぺ学習Jや身近
な生物を知る観察会です。

日時・場所 10月4日出午前8時30分東我菰子駅

南口広場集合、正午解散予定(雨天中止)(参加無料)

講師小泉伸夫さん(鳥の博物館友の会、獣医師)、

首藤美恵子(鳥の博物館友の会)

定員先着30人

持参帽子、水筒、双眼鏡(ある方)

申し込み・固電話で鳥の博物館ft7185-2212ヘ
興味深い話Eペンを走ら
ぜる参加者

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り~、
毎月20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 干270・1192市役所広報室(住所省略可)

糧事R

選

日
暮
ま
で
雨
の
八
月
十
五
日

め
き
上
げ
し
鏡
の
中
の
靴
、駅
か
な

虫
鑑
に
青
空
つ
め
し
幼
き
日

い
つ
ま
で
も
咲
く
つ
も
り
ら
し
町
即
日
仙

慈

の

家

に

賦

察

手

棚
田
刈
る
慣
れ
ぬ
手
つ
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
仇
卓
晶
、

伯
、
操
あ
つ
め
真
昼
の
立
葵

土
工
等
の
詰
所
西
日
に
む
せ
か
へ
る

竹内旦

渋
谷
多
佳
子

壁
谷
千
鶴
子

関

谷

美

貴

脅
山

陽

子

山

口

魁

小
林
光
江

高

橋

喬

平
塚
利
雄

一
静
が
庭
の
池
に
由
れ
た
る
赤
目
高
小
さ
き
体
に
ち
ょ
こ
ち
ょ

、ぇ
こ

餌

を

追

ふ

奥

理

吏

江

鰍
体
し
て
施
設
に
入
り
し
隣
家
の
庭
に
咲
き
そ
む
あ
ぢ
さ
ゐ

の

花

小

出

礼

子

腰
か
吋
む
襲
を
い
た
は
り
寄
り
添
ひ
て
病
院
を
酌
づ
老
い
た

る

夫

の

馬

場

千

鶴

子

暑
き
日
の
や
う
や
く
に
昏
れ
風
り
ん
の
短
冊
揺
ら
す
涼
風
立

ち

ぬ

須

田

博

自
治
会
の
恒
例
と
な
る
盆
踊
り
懇
の
子
ら
も
生
き
生
き
と

舞

ふ

須

田

利

夫

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
庭
先

h
g木
々
を
抜
け
く
る
涼
風
の

立

つ

川

上

進

也

み
ど
り
昨
の
眠
り
よ
り
さ
め
て
ほ
ほ
ゑ
め
り
い
か
な
る
夢
の

余

韻

に

あ

り

や

新

藤

道

子

雨
風
に
耐
へ
つ
つ
歩
む
尾
根
の
中
第
二
ケ
ル
ン
は
霧
の
真
中

小
林
光
江

山本 寛太選

花Z 才b中るや
花と 'まと国ムム公七
は呼た舎でクク園月
五ぴ、いはゲゲで頃ァ
ヂF 、家掌てこはカ室 、ヵ、三
で堕固いの中見美ら
花でま木国らし、
中とはすを e原れいあ
央しム 。木3産ま花ち
にてク 櫨?のすをこ
雄おいゲ 、落。っち
しまを 花葉 けの
ペす無土 を弘樹 て人
が 。窮予槙見で い家

グ
(あおい科)

勿E主

畠

積

不周

傭

"
醸
り
ま
す
"

有
料
で

申
桐
衣
装
箱

(
高
さ
幻
仰
×
幅

l
o

o
m
×
奥
行
き

4
m
)

:
・
児
玉
宮
7
1
8
4
・

Q
d
q
u
つ臼
F
b

申
し
込
み
連
絡
先
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
申
し
込
み
は
、
電
話

で
ふ
れ
あ
い
工
房
へ

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注

意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
圃
ふ
れ
あ
い
工
房
宮

7
1
8
6
・
5
5
0
0

多
数
つ
い
た
柱
が
突
き
出
て
い
ま
す
。

め雌
し
べ
は
こ
の
雄
し
べ
の
柱
の
中
を

通
っ
て
上
へ
伸
び
、
先
端
が
五
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
花
を
つ
け
る
ム
ク
ゲ

の
仲
間
に
フ
ヨ
ウ
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

が
あ
り
ま
す
。

ム
ク
ゲ
は
平
安
時
代
に
渡
来
し
た

と
い
わ
れ
、
歌
や
俳
句
に
詠
ま
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
道
の
べ
の
蔀
は

馬
に
く
は
れ
け
り
」

ぽ
し
よ
う

こ
れ
は
松
尾
芭
蕉
の
「
野
ざ
ら
し
紀

行
」
に
見
ら
れ
る
匂
で
す
。

ま
た
、
ム
ク
ゲ
は
薬
用
植
物
と
し

て
つ
ぼ
み
を
乾
燥
し
、
戦
い
て
飲
む

と
胃
腸
炎
、
叩

rm、
峨
b
な
ど
に
効

く
と
い
わ
れ
ま
す
。

(
文
・
写
真
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